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１ 調査の目的 

本県における青少年の意識や行動を把握して、青少年に関する施策の総合的な推進のための基礎資料を得る 

とともに、得られた結果を広く県民に紹介することにより、青少年の健全育成に対する理解と協力を得る。 

 

２ 調査の方法 

  質問紙とインターネットの併用による無記名調査 

 

３ 調査の対象 

県内の小学校６年生     ３８４人（１６校） 

  県内の中学校２年生     ３８０人（１６校） 

  県内の高等学校２年生    ３５４人（１２校） 

合 計          １，１１８人（４４校） 

 

４ 調査の実施期間 

  令和４年８月から令和４年９月まで 

 

５ 調査項目 

（１）地域のこと 

（２）学校のこと 

（３）家族・家庭のこと 

（４）自分のこと 

（５）新型コロナウイルス感染症流行下の心の状態 

（６）メディア・コミュニケーションのこと 

（７）読書のこと 

（８）世の中のこと 

（９）就労に関する意識 

（10）社会の価値観の変化に対する意識 

 

６ 調査実施主体 

青森県環境生活部 青少年・男女共同参画課 

 

７ 調査の監修 

  弘前大学教育学部 教授 田名場 忍 氏 

 

８ 主な調査結果   

次項以降のとおり 

青少年の意識に関する調査結果報告書（概要版） 

（令和５年３月） 

 

 

報告書（全体版） 
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Ⅰ 単純集計結果 

１ 地域のこと 

＜住んでいる地域への評価＞（報告書 P.９～１０ 問２（１）） 
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図１－１ 住んでいる地域への評価（N＝１，１１８）

好き どちらかといえば好き どちらかといえばきらい きらい
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図１－３ 住んでいる地域への評価

好き どちらかといえば好き どちらかといえばきらい きらい

住んでいる地域が好きかどうか尋ねたところ、「好き」が５０．７％で最も高い。「好き」と「どちらかといえば好

き」を合わせた『好き』は、９１．５％となっている。 

『好き』は、減少傾向にあったが、令和２年度に増加してから横ばいとなっている。 

（経年変化） 
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＜住んでいる地域が好きな理由＞（報告書 P.１１、１３ 問２（２）） 
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この地域の歴史や文化に

誇りをもっているから

有名人の出身地だから

この地域の方言が好きだから

その他

図２－１ 住んでいる地域が好きな理由（Ｎ＝１，０１９）
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図２－３ 住んでいる地域が好きな理由

住んでいる人が親切・優しいから 自然が豊かだから 食べ物がおいしいから

伝統的な祭りや伝統芸能があるから 交通や買い物の便が良いから 運動施設や文化施設があるから

この地域の歴史や文化に

誇りをもっているから

有名人の出身地だから この地域の方言が好きだから

その他

住んでいる地域が好きな理由を尋ねたところ、「自然が豊かだから」が５９．５％で最も高い。以下、「住んで

いる人が親切・優しいから」が５３．８％となっている。 

過去の調査においても、「自然が豊かだから」が、好きな理由のトップとなっている。 

（経年変化） 
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＜地域活動への参加＞（報告書 P.１８、２０ 問４） 
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図５－１ 地域活動への参加（Ｎ＝１，１１２）
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図５－３ 地域活動への参加

お祭りなど地域の行事 子ども会や町内会の行事 清掃・廃品回収 公民館などの催しもの

幼児（小さな子）や

お年寄りなどとの交流

あいさつ・声かけ運動 その他 参加したことがない

（単位：％）

最近１年間で参加した地域活動について尋ねたところ、「お祭りなど地域の行事」が４７．１％で最も高く、以

下、「参加したことがない」（３６．５％）、「清掃・廃品回収」（１７．９％）の順となっている。 

 

 

 

「参加したことがない」は、平成３０年度まで３０％弱で推移していたが、令和２年度以降は４０％弱となっている。 

 

（経年変化） 
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２ 学校のこと 

＜学校生活への満足度＞（報告書 P.２３～２４ 問６（１）） 
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図７－１ 学校生活への満足度（N＝１，１１６）
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図７－３ 学校生活への満足度

楽しい どちらかといえば楽しい どちらかといえば楽しくない 楽しくない

学校生活が楽しいかどうか尋ねたところ、「楽しい」が５０．９％で最も高い。「楽しい」と「どちらかといえば楽

しい」を合わせた『楽しい』は９１．８％となっている。 

 『楽しい』は、平成２４年度からほぼ横ばいであったが、令和４年度は２．７ポイント上昇し、９１．８％となっ

ている。 

（経年変化） 
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＜学校生活が楽しい理由＞（報告書 P.２５～２６ 問６（２）） 
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図８－１ 学校生活が楽しい理由（N＝１，０２５）

全 体 小学生 中学生 高校生

『楽しい』を選んだ人にその理由を尋ねたところ、全体では「好きな友だちがいるから」が８１．５％で最も高

く、以下、「クラブ活動や部活動が楽しいから」（５８．０％）、「いろいろな学校行事が楽しいから」（５４．４％）の

順となっている。 
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３ 家族・家庭のこと 

＜家族・家庭への評価＞（報告書 P.２７～２８ 問７（１））   
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図８－２ 学校生活が楽しい理由

授業が楽しいから クラブ活動や部活動が

楽しいから

好きな友だちがいるから

好きな先生がいるから いろいろな学校行事が楽しいから 体育館や校庭で遊べるから

図書室などで本がたくさん読めるから 給食がおいしいから 学級などで自分にふさわしい

係を任されているから

その他

（単位：％）
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図９－１ 家族・家庭への評価（Ｎ＝１，１１７）

安心できる存在・場所だ まあまあ安心できる存在・場所だ

あまり安心できない存在・場所だ 安心できない存在・場所だ

（経年変化） 

 
令和２年度から「好きな先生がいるから」が３．２ポイント増加し、「好きな友だちがいるから」「クラブ活動や部

活動が楽しいから」が減少した。 

家族・家庭が安心できる存在・場所かどうか尋ねたところ、「安心できる存在・場所だ」が７４．４％で最も高

い。「安心できる存在・場所だ」と「まあまあ安心できる存在・場所だ」を合わせた『安心できる存在・場所だ』は、

９７．７％となっている。 
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（経年変化） 

 

 

 
 

＜家族や家庭に大切なもの＞（報告書 P.３７ 問７（７））   
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図９－３ 家族・家庭への評価

安心できる存在・場所だ まあまあ安心できる存在・場所だ

あまり安心できない存在・場所だ 安心できない存在・場所だ
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図１５－１ 家族や家庭に大切なもの（Ｎ＝１，１０６）

安心できる存在・場所であること 生きていくうえで大切なことを教えてくれること

お互いに信頼し合えること 衣食住など日常生活を支えてくれること

いざというとき力になってくれること その他

『安心できる存在・場所だ』は、やや増加している。 

家族や家庭に大切なものについて尋ねたところ、「安心できる存在・場所であること」が４７．６％で最も高く、

以下、「お互いに信頼し合えること」「衣食住など日常生活を支えてくれること」（各１３．８％）などとなっている。 



-9- 

 

 

４ 自分のこと 

＜自己への評価＞（報告書 P.３９～４０ 問８（１）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.1 

24.7 

21.5 

22.9 

44.3 

43.5 

46.9 

42.5 

23.3 

22.7 

22.8 

24.6 

9.2 

9.1 

8.8 

9.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

小学生

中学生

高校生

図１６－１ 自己への評価（Ｎ＝１，１１４）

好き どちらかといえば好き どちらかといえばきらい きらい
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図１６－３ 自己への評価

好き どちらかといえば好き どちらかといえばきらい きらい

自分のことが好きかどうか尋ねたところ、「どちらかといえば好き」が４４．３％で最も高い。「好き」と「どちらか

といえば好き」を合わせた『好き』は、６７．４％となっている。 

  『好き』は、平成２４年度以降、６０％前後で推移しているが、令和４年度は、令和２年度から５ポイント増加

して６７．４％となっている。 

 

 

（経年変化） 
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＜家族や社会への関わりについて＞（報告書 P.５２ 問１２） 

 

 

 

 

＜居心地のいい場所＞（報告書 P.５４ 問１４） 
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図２３－１ 自分は社会の役に立っているか（Ｎ＝１，１１６）
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図２５－１ 居心地のいい場所（Ｎ＝１，１１６）

自分の部屋 家庭（親族の家を含む） 学校 地域（住んでいる場所や施設など） インターネット空間 その他

世の中の役に立っていると感じるかについて尋ねたところ、「ややそう思う」が４１．８％で最も高い。「そう思

う」と「ややそう思う」を合わせた『そう思う』は、６０．２％となっている。 

居心地のいい場所について尋ねたところ、「自分の部屋」が７８．１％で最も高く、以下、「家庭（親族の家を含

む）」（５８．６％）、「インターネット空間」（２７．１％）の順となっている。 
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＜悩みごと＞（報告書 P.５６ 問１５） 
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図２６－１ 悩みごとについて（Ｎ＝１，１１５）

全 体 小学生 中学生 高校生

悩みごとについて尋ねたところ、「勉強、成績のこと」が５１．７％で最も高く、以下、「将来のこと」 

（４４．６％）、「進学のこと」（３７．７％）の順となっている。 
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＜悩みごとの相談相手＞（報告書 P.５８～５９ 問１６（１）） 
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お母さん

学校の先生

おじいさん・おばあさん

兄弟・姉妹

先輩

友だち

彼氏・彼女

インターネットを通じた知り合い

子ども１１０番など

その他

誰にも相談しない

図２７－１ いろいろなことの相談相手（Ｎ＝１，０６９）

全 体 小学生 中学生 高校生
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H30
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図２７－２ いろいろなことの相談相手

お父さん お母さん 学校の先生 おじいさん・おばあさん

兄弟・姉妹 先輩 友だち 彼氏・彼女

インターネットを通じた知り合い 子ども１１０番など その他 誰にも相談しない

いろいろなことを相談する相手は誰かについて尋ねたところ、「お母さん」が３５．４％で最も高く、以下、「友

だち」（３３．６％）、「誰にも相談しない」（１３．５％）の順となっている。 

（経年変化） 

 令和２年度と比較すると、「誰にも相談しない」が４．１ポイント減少し、「友だち」が４．７ポイント増えている。 
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＜相談しない理由＞（報告書 P.６０ 問１６（２）） 
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相談相手がいない

恥ずかしい

他人に知られたくない

自力で解決する

相談先が分からない

相談するほどの

悩みではない

その他

図２８－１ 誰にも相談しない理由（Ｎ＝１４３）

全 体 小学生 中学生 高校生

誰にも相談しない理由について尋ねたところ、「自力で解決する」が３２．２％で最も高く、以下「相談するほど

の悩みではない」（２８．７％）、「他人に知られたくない」（１８．９％）の順となっている。 
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５ 新型コロナウイルス感染症流行下の心の状態 

＜コロナ下の心の状態＞（報告書 P.６２ 問１７） 
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0% 20% 40% 60%

コロナのことを考えるといやな気持になる

コロナのことを考えないようにしている

いやな夢をよく見る

すぐにイライラする

集中できない

誰かと一緒にいてもひとりぼっちのような気が

する

コロナのことを考えてしまったり、その映像が頭

に浮かんできたりして、落ち着かない

コロナのことを思い出すような人、場所、ものに

近づかないようにしている

なかなか寝付けなかったり、夜中に何度も起き

てしまう

自分を傷つけたり、誰かをたたいたりすること

がある

その他

どれもあてはまらない

図２９－１ 最近１か月の心の状態（Ｎ＝１，１０７）

全 体 小学生 中学生 高校生

最近の心の状態について尋ねたところ、「どれもあてはまらない」が３７．４％で最も高く、以下、「集中できな

い」（２４．２％）、「コロナのことを考えるといやな気持になる」（２０．０％）の順となっている。 
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６ メディア・コミュニケーションのこと 

＜友だちとのコミュニケーション方法＞（報告書 P.６３ 問１８） 

 

 

 

 

 

  

64.2 

66.9 

62.8 

62.7 

6.5 

7.3 

4.9 

7.3 

10.1 

11.3 

11.1 

7.6 

17.2 

11.3 

18.5 

22.3 

0.9 

1.6 

1.1 

1.1 

1.6 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

小学生

中学生

高校生

図３０－１ 友だちとのコミュニケーション方法（Ｎ＝１，１０３）

直接会って話をする 電話をする メールをする SNSを利用する 手紙をやりとりする その他

友だちとのコミュニケーション方法について尋ねたところ、「直接会って話をする」が６４．２％で最も高く、以

下、「SNSを利用する」（１７．２％）、「メールをする」（１０．１％）の順となっている。 
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＜インターネットの利用時間＞（報告書 P.７１～７２ 問１９（４）） 
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図３４－１ インターネットの利用時間（Ｎ＝１，０６５）

３０分未満 ３０分～１時間未満 １時間～２時間未満 ２時間～３時間未満

３時間～４時間未満 ４時間～５時間未満 ５時間以上
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図３４－３ インターネットの利用時間

３０分未満 ３０分～１時間未満 １時間～２時間未満 ２時間～３時間未満

３時間～４時間未満 ４時間～５時間未満 ５時間以上

インターネットの利用時間を尋ねたところ、「２時間～３時間未満」が２３．９％で最も高く、以下「１時間～２時

間未満」（２２．４％）、「３時間～４時間未満」（１８．９％）の順となっている。 

利用時間は増加傾向にあり、令和２年度と比較すると、３時間以上利用している人が、３２．６％から 

４４．５％へ１１．９ポイント増加している。 

（経年変化） 
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＜インターネット利用の悪影響＞（報告書 P.７９～８０ 問１９（１０）） 
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図４０－１ インターネット利用の悪影響（Ｎ＝１，０５７）

ある ときどきある ない
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図４０－３ インターネット利用の悪影響

ある ときどきある ない

インターネットにのめりこんで、勉強に集中できなかったり、睡眠不足になったりしたことがあるかどうか尋ね

たところ、「ない」が４３．９％と最も高い一方、「ある」「ときどきある」を合わせると５６．１％と半数を超えている。 

 「ある」「ときどきある」とも平成２８年度から令和２年度までは、半数に満たなかったが、令和２年度から大

幅に増加しており、合わせて４３．８％から５６．１％へ１２．３ポイントの増となっている。 

（経年変化） 
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＜家庭でのインターネット利用ルール＞（報告書 P.８５、８７ 問１９（１４）） 

 

 

 

 

 

（経年変化） 
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0% 20% 40% 60%

利用する時間を決めている

利用する場所を決めている

電話やメッセージ、メールを送る相手を制限している

利用するサイトやアプリの内容を決めている

悪口を書き込みしないなど、メールを送ったり掲示板に書

き込んだりする内容を決めている

パスワードや電話帳情報、位置情報などの情報が漏れ

ないようにしている

ゲームやアプリの利用料金の上限や課金の利用方法を

決めている

困ったときにはすぐに保護者に相談するように決めてい

る

その他

特にルールを決めていない

図４４－１ 家庭でのインターネット利用ルール（Ｎ＝１，１１１）

全体 小学生 中学生 高校生

26.5 

27.5 

33.0 

35.7 

11.4 

15.8 

13.9 

13.1 

9.4 

11.0 

11.6 

13.5 

8.1 

9.6 

12.0 

12.2 

12.7 

14.7 

15.4 

19.1 

22.2 

30.4 

32.1 

30.2 

21.4 

29.2 

33.6 

34.7 

22.6 

29.1 

28.8 

31.9 

3.8 

1.0 

1.6 

1.5 

39.8 

33.9 

29.9 

28.4 

H28

H30

R2

R4

図４４－３ 家庭でのインターネット利用ルール

利用する時間を決めている
利用する場所を決めている
電話やメッセージ、メールを送る相手を制限している
利用するサイトやアプリの内容を決めている
悪口を書き込みしないなど、メールを送ったり掲示板に書き込んだりする内容を決めている
パスワードや電話帳情報、位置情報などの情報が漏れないようにしている
ゲームやアプリの利用料金の上限や課金の利用方法を決めている
困ったときにはすぐに保護者に相談するように決めている
その他
特にルールを決めていない

（単位：％）

「特にルールを決めていない」が年々減少している一方、「利用する時間を決めている」「ゲームやアプリの

利用料金の上限や課金の利用方法を決めている」「困ったときにはすぐに保護者に相談するように決めてい

る」など、何らかのルールを決めている家庭が年々増加している。 

家庭でのインターネット利用のルールを尋ねたところ、「利用する時間を決めている」が３５．７％で最も高く、

以下、「ゲームやアプリの利用料金の上限や課金の利用方法を決めている」（３４．７％）、「困ったときはすぐに

保護者に相談するように決めている」（３１．９％）の順となっている。 
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７ 読書のこと 

＜読書への評価＞（報告書 P.９１～９２ 問２０（１）） 
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図４６－１ 読書への評価（Ｎ＝１，１１７）

好き どちらかといえば好き どちらかといえばきらい きらい
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図４６－３ 読書への評価

好き どちらかといえば好き どちらかといえばきらい きらい

 『好き』については減少傾向にあり、平成２８年度の７４．０％から令和４年度の６５．１％と８．９ポイントの

減となっている。 

読書が好きか尋ねたところ、「どちらかといえば好き」が３４．７％と最も高い。「好き」「どちらかといえば好き」

を合わせた『好き』は、６５．１％となっている。 

（経年変化） 
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８ 世の中のこと 

＜世の中の出来事についての会話＞（報告書 P.９６ 問２１） 

 

 

 

 

 

９ 就労に関する意識 

＜将来の就労意識＞（報告書 P.９８ 問２２） 
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図４９－１ 世の中の出来事についての会話（Ｎ＝１，１１４）

よく話をする ときどき話をする あまり話をしない 話をすることはない
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図５０－１ 将来の就労意識（Ｎ＝１，１１６）

ある ない

世の中の出来事について家族や友だちなどと話をすることはあるか尋ねたところ、「ときどき話をする」が 

３８．８％で最も高い。「よく話をする」と「ときどき話をする」を合わせた『話をする』は５３．７％となっている。 

将来したい仕事やつきたい職業があるかどうかを尋ねたところ、「ある」が７５．０％となっており、「ない」 

（２５．０％）よりも５０．０ポイント高い。 
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10 社会の価値観の変化に対する意識 

＜社会の価値観の変化に対する意識（男性でも女性でも、家事や育児や介護をするべきだと思う）＞ 

（報告書 P.１０４～１０５ 問２３（３）） 

 

 

 

 

 

（経年変化） 
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図５３－１ 男性でも女性でも、家事や育児や介護をするべき（Ｎ＝１，１１４）

そう思う どちらともいえない そう思わない
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図５３－３ 男性でも女性でも、家事や育児や介護をするべき

そう思う どちらともいえない そう思わない

男の人も女の人と同じように、家事や育児や介護をするべきかどうか尋ねたところ、「そう思う」が８７．７％で

最も高い。 

「そう思う」は、増加傾向にある。 
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Ⅱ クロス集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居心地のいい場所の数が多い子どもは、自己肯定感が高い傾向にある。 

図６２ ⑧問１４「居心地のいい場所の数」と問８(１)「自己への評価」（報告書 P.１１５） 

  

  


